
下⽔サーベイランスの活⽤に関する実証事業について

１．⽬的
下⽔処理場等における下⽔調査にかかる⼿法の改善・開発を⾏い、政策ニーズに沿った活⽤⽅法を検証

４．普及にあたっての課題と対応の⽅向性
・⾃治体内における下⽔道部局、保健部局及び政策部局等の連携強化・役割分担が必要
・採⽔する処理場、採⽔時間及び採⽔・分析・解析⼿法は各地域の特性を踏まえ判断をする必要
・費⽤低減のため、採⽔頻度や地点の効率化等のノウハウの蓄積や技術⾰新にも期待

下⽔処理場実証

令和５年4⽉
内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室

３．結果

２．事業概要
⾃治体ごとにそれぞれの活⽤ニーズに応じた実証テーマ及び実証⽅法で実証を実施
実施主体：20の⾃治体、検査機関、研究者からなる共同体
実証期間：2022年７⽉〜2023年１⽉※共同体により異なる

実証テーマ 状況/傾向 現状の把握 将来予測

実証結果

感染状況
下⽔中のウイルスRNA濃度と新規感染者数との
相関は処理⼈⼝が⼤きい処理場で⾼く、処理⼈
⼝が⼩さい処理場ではばらつきが⼤きい

下⽔中のウイルスRNA濃度を基に予測した１週
間後の新規感染者数（予測値）と対応する実際
の新規感染者数（実数値）との差は、予測に⽤
いたモデルによって⼤きく異なる

感染傾向
下⽔中のウイルスRNA濃度の増減と新規感染者
数の増減との⼀致度合いは、処理⼈⼝が⼤きい
処理場ほど⾼くなる

予測値の増減と実数値の増減とはおおむね⼀致

活⽤⽅法等
感染状況

アラートや既存のサーベイランスの補完的な利
⽤の可能性

今後さらなる予測精度向上のための研究が必要

感染傾向
処理⼈⼝が⼤きい場合、感染傾向を把握できる
可能性

1週間程度先の感染傾向を把握できる可能性
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下⽔サーベイランスの活⽤に関する実証事業の採択状況（下⽔処理場実証）
採択件数︓２０件
都道府県数︓８
市町村数︓１８

札幌市（北海道）

⾹川県

神奈川県

沖縄県

甲府市（⼭梨県）

四⽇市市（三重県）

⾼知県
⾼知市（⾼知県）

埼⽟県
さいたま市（埼⽟県）
秩⽗市（埼⽟県）
飯能市（埼⽟県）
⽇⾼市（埼⽟県）

⽔⼾市（茨城県）

秋⽥県

養⽗市（兵庫県）

⼩松市（⽯川県）

京都府
京都市（京都府）

浜松市（静岡県）

⼤分市（⼤分県）

宇部市（⼭⼝県）

滋賀県
⼤津市（滋賀県）

仙台市（宮城県）

都道府県
（市の参加を含む県あり）
市町村

【凡例】

埼⽟県



１．⽬的
下⽔サーベイランスを活⽤する上での課題を明らかにし、その解決⽅法を検討し、最適な検査パッケージを提⽰

２．事業概要
実施箇所：22施設
実証期間：2022年７⽉〜2023年２⽉※施設により異なる

３．結果

４．普及にあたっての課題と対応の⽅向性
・導⼊を検討している施設に事業者がわかりやすい説明を実施し、下⽔検査の有⽤性について理解させることが必要
・質を確保した上での採⽔、検査の必要能⼒の増加が必要

個別施設実証

実証テーマ 実証結果・解決⽅法等
新規感染者検知の信頼性 ・下⽔検査で施設内の感染者の有無を⾼い確率で検知
下⽔検査を活⽤可能な場⾯ ・ヒト検査結果活⽤可能：早期検知と新規感染者特定【例：⾼齢者施設】

・ヒト検査結果活⽤できない：早期検知【例：リハビリテーション施設】
施設の状況に応じた採⽔⽅法等 ・施設内の、職員・利⽤者の特性、⾏動パターン、⽣活時間帯の情報収集を重点的に⾏うことが必要

・感染拡⼤リスクが⾼まる時期は頻度を増やすことで新規感染者の⾒逃しを低減できる可能性
・施設特性に応じた時間帯を選ぶことで感染状況をできる限り反映した結果を得ることが可能

費⽤の低減 ・費⽤は採⽔の部分の割合が⼤きい
・採⽔費⽤は、施設職員や施設を管理する事業者による採⽔等により低減できる可能性
・市中の感染状況に応じた採⽔頻度の調整や複数施設と協働での採⽔

時間短縮 ・施設近隣の検査事業者の選択により輸送時間を短縮
・浸漬時間の短縮。ただし、精度とのトレードオフの関係有
・分析時間の短縮には更なる技術開発と導⼊が必要な側⾯
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介護⽼⼈保健施設 聖⺟の家（167）介護⽼⼈保健施設 聖⺟の家（167）

京都市洛⻄ふれあいの⾥ 更⽣園（118）
吉祥ホーム（166）
京都市柊野特別養護⽼⼈ホーム（97）
嵐⼭寮特別養護⽼⼈ホームうたの（236）
京都市洛⻄ふれあいの⾥ 療護園（107）

京都市洛⻄ふれあいの⾥ 更⽣園（118）
吉祥ホーム（166）
京都市柊野特別養護⽼⼈ホーム（97）
嵐⼭寮特別養護⽼⼈ホームうたの（236）
京都市洛⻄ふれあいの⾥ 療護園（107）

特別養護⽼⼈ホーム 共愛の⾥（190）
特別養護⽼⼈ホーム 第2共愛の⾥（250）
特別養護⽼⼈ホーム ⾼杉共愛の⾥（144）
特別養護⽼⼈ホーム 知多共愛の⾥（149）
特別養護⽼⼈ホーム 豊治共愛の⾥（94）

特別養護⽼⼈ホーム 共愛の⾥（190）
特別養護⽼⼈ホーム 第2共愛の⾥（250）
特別養護⽼⼈ホーム ⾼杉共愛の⾥（144）
特別養護⽼⼈ホーム 知多共愛の⾥（149）
特別養護⽼⼈ホーム 豊治共愛の⾥（94）

特別養護⽼⼈ホーム 能登川園（158）
⽼⼈保健施設リハビリセンター あゆみ（217）
特別養護⽼⼈ホーム のとがわ（66）

特別養護⽼⼈ホーム 能登川園（158）
⽼⼈保健施設リハビリセンター あゆみ（217）
特別養護⽼⼈ホーム のとがわ（66）

上⽩⽔保育園（40）

東京⼤学 豊島国際学⽣宿舎（300）

雅の⾥リハビリテーションセンター（133）雅の⾥リハビリテーションセンター（133）

有料⽼⼈ホームみどりの⾥（90）有料⽼⼈ホームみどりの⾥（90）

下⽔サーベイランスの活⽤に関する実証事業の採択状況（個別施設実証（施設））
採択件数︓２２件

居住型社会福祉施設 【１６施設】
通所型社会福祉施設 【１施設】
オフィス等【２施設】
病院・診療所 【１施設】
保育園 【１施設】
教育施設（学⽣寮） 【１施設】
（ ）の数字は施設利⽤者数

【凡例】

障害者⽀援施設マイトーラ（114）障害者⽀援施設マイトーラ（114）

醍醐病院（586）

雅の⾥グループ 訪問介護ステーション道（143）雅の⾥グループ 訪問介護ステーション道（143）

国⽴成育医療研究センター（1000）


